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「生活空間の履歴」の解読への参加と協働をめぐって

図 2. 游歩謀讃

団地を故郷にする
　「ふるさと」としての団地とは「都市の精神」が育
まれるローカルな場所をいう。そこはグローバルに
開きつつ、周囲に対して相対的に自立した生活空間
である。また自分たちのまちは自分たちで守ろう、
育もうという住民の実現能力である「縁」パワーメ
ントを養い、育む場所でもある。さらに地理的・生
態的・生活的・文化的・経済的などの団地環境資源
の持続可能な自律的活用の場である。
　これからの団地再編の技術開発研究にあっては、
ハード・デザインとしての技術的合理性、制度的機構、
空間の力を研究するだけでなく、ソフト・デザイン
としてのコミュニケーション的感受性、エンパワー
メント、生活の力の研究に着目すべきであろう。言
い変えるならば合理的理性だけでなく、関係的感性
の研究が求められよう。
　本リーフレットでは、「生活空間の履歴」の解読へ
の参加と協働すなわち「游歩謀讃」による団地再編
の方法について述べる。実例として武蔵野緑町団地
における「游歩謀讃」による建替計画について、ま

た団地を「ふるさと」にしたユーコートの事例、Ｕ
Ｒ荻窪団地の建替事業「記憶をつなぎ、人と自然が
めぐりあうまちへ」の事例について紹介する。最後
にふるさととしての団地再編とは何かを述べたい。
游歩謀讃とは
　本リーフレットにおけるもっとも重要なキーワー
ドとして、「游歩謀讃」がある。これは、まちの探検
と、その魅力や問題点の発見、見つけたものに対す
る意味づけ、そして、どのようにして人間と空間の
関係の未来を構築していくか、また新しい提案をし
ていくかを考
える過程をい
う ( 図 2)。こ
れからの団地
再編は、住民
の「游歩謀讃」
によってなさ
れるものであ
る。

図 1. 武蔵野緑町パークタウンとユーコートの人々
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1.「游歩謀讃」による建替事業
1.1 武蔵野緑町団地の建替
　武蔵野緑町団地は昭和 32 年に造
られた団地で、美しい桜並木が取り
巻く団地である。ここでは住棟間に
あるコモンスペースが出会いの空間
となり、空間の力によってコミュニ
ケーションが結実していた。
　築 30 年を経て高層住宅への建替
計画が作られ、平成 3 年から事業が
始まった。自治会では住民の不安を
探るアンケートを実施し、その結果、
建替には住民の 9 割が反対しており、
家賃高騰、間取りの悪化、環境悪化
を懸念する意見が多いことがわかっ
た。一方で、ここに住み続けたいと
いう意向も強いことがわかった。
　自治会は反対運動を始めたが、UR
は一方的に計画を進めていった。自
治会では、建替に反対するだけでな
く、住民からの創造的提案が必要で
あるとする専門家の意見に基づき、
生活の意欲を空間の形に反映させる
べく、団地建替にかかる勉強会を行っ
ていった。
　この勉強会では住民の中から重要
なキーワードが提起された。

「もうアカンと想うのも想像力！ ま
だまだ『いける』と思うのも想像力！
どっちの想像力にかけるのか？」
１人の主婦による呼びかけから、団
地再編への方向を住民自らが決める
道のりが始まったのである（図 3）。

果は地図にまとめられた（図 5）。
　また野草をてんぷらにして食べる
会などが開催され、住民は団地の魅
力や思いについて自らの認識を深め
ていった。
　この「游歩」の意義は、「游歩」的

みの空間や、フットパスの間に見え
隠れする生き物、小学校通学東西の
軸線、桜並木によるリング状の骨格
などの環境設計が、建物の配置とと
もに提案されていった。
　最終的に建替え計画は、これらの
住民提案に寄りそう形で作られ、創
造的提案に至ったのである。
　この「謀」の意義は、「謀」とは対
話・表現・提案をいい、フィールド
ワークショップによる柔らかい発想
が、住民同士や住民、専門家、事業
者の間に相互触発関係を育み、人間、
自然、人工、文化を横断する創造的
提案を生成させるところにある。
1.3 ふるさととしての団地の「趣き」
　   を作る 
　ふるさととしての団地の趣きをつ
くるとは、まず開きつつ閉じつつの
生活空間の再編にある。つぎに、そ
れは住民の「縁」パワーメント（住
民の実現能力）を育成することによっ
て実現する。また団地環境資源の持
続可能な自律的活用が必要であり、
団地の趣きは共有可能にしえた喜び
にひたりながら、ステークホルダー
が相互に承認し、讃えあう関係性が
生成していくものである。
1.4「游歩謀讃」的アプローチ
　団地再編を「游歩謀讃」的アプロー
チで進める際のキーワードとして以
下が挙げられる。
①越境 : 住民、専門家、行政が、他
者を鏡にして新しい自己を映し出す
意識の発芽を促す可能性をひらく。
②遊び／面白し : 合理性や機能の中
に閉じこもらずに自由な遊び心と面
白いことへの自発的感性を大切にす
る。遊び的要素のある進め方は「偶発」
と「即興」にあふれ、未知的なもの

1.2 游歩謀讃へ
　心の眼を養い団地再編の方向を発
見し分かち合うために「游歩」から
始めるべく、団地の宝物探しから始
められた。住民は専門家やコーディ
ネータとともに団地内の動植物につ
いて調査を行い（図 4）、それらの結

図 3. 勉強会の様子

フィールドワークショップは荒削り
ではあるが、価値や意味を団地の環
境文脈の中に発見し、「生活の履歴」
の解読につなげることにより、生活
と空間の再編のための蝶番のような
コンセプトを相互に分かちあってい
くところにある。
　住民は次の「謀」の段階、よき未
来を計らう、たくらむという次の段
階に向かっていった。
　「謀」の段階では、住民は提案書を
描いていった。ただし最初から絵を
描いたのではなく、なぜこの団地が
好きなのか、思いを演劇やつぶやき、
文集や短歌として表現していった。
　そして住民らによって環境部会や
間取り部会がつくられ、間取り計画
を生活者の立場から提案するなど、
具体的な提案が行われた（図 6）。
　一方、自治会と UR の交渉を通し
て、UR の態度も住民とともに計画づ
くりを行うという方向へと変わって
いった。
　住民の計画案では、今までの団地
の何を大事にしたいかを重視し、囲

図 4. 游歩の様子

図 5. 游歩でできた地図

図 6. 住民らによる提案
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に飛びこむ勇気をもって進行する。
③空間配置・履歴・表現 : 空間にお
ける複数の身体のレイアウトに規定
された出来事が、ヒト、モノ、コト
の間のつながりの意味を察知させる。
空間体験による感動表現と相互敬愛
の流れは、 未来展望のある活動的な
思考と計画を生む。
④おもむき／センス :「おもむき」は、
人間と環境の間の応答、循環関係を
促すヒトの志を表していく。「おもむ
く」「おもむき」は、一人ひとりの主
観とまわりの客観の間に有機的な交
流を感じるセンス (SENCE)、意識の
方向感である。 
⑤詩的ロジカル :「游歩謀讃」による
団地再生は、アート的感動を伴う理
知の獲得の場である。人は一つの全
体、アンサンブル、星座のような人間・
環境の関係性のなかで、自己がひら
かれ、団地に潜在する価値への気づ
きが分かちあわれていく。 
⑥実践知 : 技術、制度と、人格尊重
が両立しない場合、団地の本来的価
値を重視する人格の尊重を優先させ
ることを実践的知恵という。「何を目
指すか」「何が大切なことか」といっ
た 「実践」に内在する目的論を昇華
させ、	 多様なステークホルダー達
がお互いに友愛関係を紡ぐ過程をた
どるなら、団地に生きる真の「しあ
わせ」を分かちあうことになる。
1.5 しなやかな文化、したたかな団
　   地再生へ 
　団地再生を文化ととらえることが
肝要である。文化とは世代を越えて
永続し、各個人のなかに再生産され、
社会的複雑性を生成し再生成するも
のである。
　「游歩謀讃」を通して創造的団地再
編を構築することは、次世代に向け
て「都市の精神」を反映した「ふる
さと」を再創造することではないだ
ろうか。「都市の精神」を映した「ふ
るさと」への再生がこれからのしな
やかな団地再編であろう（図 7）。
2. ユーコートの事例
　ユーコートは 1985 年竣工の 48

世帯によるコーポラティブ団地であ
る（図 8）。
　築 20 年目に、ここで成長した若
者に集まってもらい、団地に対して
どう思うかワークショップとインタ
ビューを行った。ある高校 3 年生は
ユーコートが好きであるという。そ
れは中庭で友達と遊んだことや、近
所のおじさんが声掛けしてくれたこ
と、池の掃除のときにコイをつかん
だ体験など、数多くの楽しい記憶が
あるからだという。
　他の者も祭りやコンサート、年長
者による紙芝居（図 9）や草履づく
りなどの記憶が楽しいといい、団地
の空間環境や住民から生きる力をも
らったという。また成長しユーコー

図 7. 完成した新しい緑町パークタウン

図 8. ユーコート（中庭より望む）

トを出て行った子供が近くに帰って
くる状況もみられ、団地がふるさと
になっていった。
　U コートでは、程よいプライバシー
を保ちながら、ゆるやかに人と人が
つながる、つながりあうハード・ソ
フトの環境デザインができていた。

3.UR 荻窪団地の建替　
　UR 荻窪団地は昭和 32 年に建設さ
れた団地である。2002 年に建替事
業が始まったが、同時に住民は「游歩」
の旅に出た（図 10）。そして大事な
ものとして、善福寺川からの風、桜
並木、富士山の眺望などが挙げられ
た。住民にとって、団地内の豊かな緑、
個性的景観など何を大事にしたいの
かが認識された。
　また団地の命はどのように継続す
るかを考え、江戸時代のあぜ道が団
地の骨格となっていることや、富士
山が見える眺望が大変重要なことで

図 9. 紙芝居の様子

あることが認識された。
　こうした結果は荻窪団地の歳時記
として記録され、緑の空間を気持ち
のいい呼吸ができる宝として生かそ
う、豊かな樹木の下で環境を楽しも
う、といった団地の気持ちの良さが
実感されていった。そして無意識だっ
た団地の良いところや環境の魅力が
客観的に整理されていった。
　建替計画づくりは　住民による
ワークショップで行なわれた。団地
のかくされた魅力をどうやって継承
するかが話し合われた（図 11）。
　専門家は住民のつぶやきを解釈し、
どのように住民に安心を届けるのか
に心を砕き、気持ちづくりから形づ
くりへのプロセスを進めていった（図
12）。
　住民による計画づくりに対して、
UR は耳を傾け続けた。UR 賃貸住宅
の住民は、団地をわが故郷として考
え計画に参加し、本音を出し合って
計画づくりを進めていった。
　そしてシャレード荻窪というお
しゃれな名前となって、UR 荻窪団地

図 10. 游歩の旅
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成の履歴によって実現される。ひと
りひとりが住まうことへの志向性と
まわりのつながりの行為性が相互に
からむ「生活の力」と、人の行為を
誘発し促す「空間の力」の「時をつ
なぐ」相互浸透関係がやわらかく親
密な生活空間を生成する。
4.2 プロセスデザイン
　ふるさととしての団地再編は、「縁」
パワーメント（住民の実現能力）を
育むプロセスデザインである。住民
の力をどのように育んでいくのかが
重要で、「縁」パワーメントによって
団地再編プロセスができてくる。
4.3 団地再編における「縁」パワー
　   メントとは？（図 14）
①「縁パワーメント」の対象者は、ニー
　ズをもつ受身の存在ではない、ひ
　とりひとりよりよく「和（図 14）」
　をもって生きる（ウェルビーイン
　グ）権利をもつ市民として位置づ
　ける。
②ひとりひとりの欠点を直すよりも、
　「吾 ( ひとりひとり )（図 14）」の
　得意の技や術をもつコンピテンス
　（有能さ）を重視する。
③「縁パワーメント」とは、個人、　
　地縁と志縁の組織、コミュニティ
　が自分自身の生活全体を見「回（図

　14）」し統べることができる過程
　であり、メカニズムのことをいう。
④これまでの行政や専門家主導のや
　り方ではなく、地域住民主導の進
　め方であり、住民が団地再編の主
　人公であり、行政も専門家もコミュ
　ニティ・メンバーとともに「話（図
　14）」しあい団地再編を目指して
　いく協働者である。
⑤団地の諸施設、空家、自然などの
　「環（図 14）」境（あるもの）を活
　用し、潜在しているまちのリソー
　ス・地域資源を顕在化させる。
⑥コミュニティ活動には対立や葛藤
　がつきものである。対立を対話に
　変え、真に包括的で多様性の「輪
　（図 14）」に導くよい兆候としてと
　らえることが、個人・組織・コミュ
　ニティの「縁パワーメント」になる。
4.4 団地環境資源の自律的な持続可
　   能な活用 
　かつての空間・生活・文化的資源
の再創造により、まちに開かれた文
化創造活動が持続していく。住民た
ちが願っていることは「天国はいら
ない、ふるさとがほしい ( 詩人セル
ゲイ・ニールセンの言葉 )」に代表
されよう。

は建替えられた。
　住棟の足元にピロティが配され、
フットパスとなっている。階段室は
開放感のある作りにされたほか、テ
ラスには広がり感がつくられ、内と
外の連続性が確保され、集会所は内
部空間と外部空間をつなぐ場として、
また団地の顔としてつくられた（図
13）。
　このように UR 荻窪団地では、住
民の「游歩謀讃」によって、団地の
宝物を活かした刷新がなされた。
4. ふるさととしての団地再編とは
4.1 生活の力と空間の力
　ふるさととしての団地再編は、開
きつつ閉じつつの親密な生活空間形

図 11. ワークショップの様子

図 12. 専門家の参加

図 13. ピロティのある住棟と集会所 図 14. 団地再編における「縁」パワーメント


